
[三殿台遺跡 収蔵庫、遺跡覆屋]見学レポート

それは地下鉄弘明寺の駅から20分程山登りをすると県立外語短大の奥にあった





竪穴住居跡保護棟である













擬木は竪穴住居跡の輪郭を表示しているという





正面に見えるのは考古館である



軒天はフレキの突き付けにペンキ仕上げになっていたがあばれている



縦樋は角型で柱面に同面で納めている







屋根は鉄骨ラチス組になっている







右手が考古館、左手は休憩所になっている









単管パイプの補強は一時的なものか？





軒廻りのデザインが何を示唆しているのか



室内の床レベルが入り口のタタキのレベルより低いのはどうしたことか



誰もいません（ご自由に！）



正面のトイレもいっしょに造ったのであろうか
外部で鉄筋の爆裂によりサビた主筋が露わになった状態の
部分が見られた。早急な補修が望まれる。



休憩所から考古館を見る



この休憩所は誰がデザインしたのであろうか





三棟の竪穴住居は左からそれぞれ弥生、縄文、古墳時代の復原住居



弥生時代竪穴住居（円形平面、入母屋造りになっている）





弥生時代竪穴住居



左手は縄文時代、右手は古墳時代の竪穴住居





古墳時代竪穴住居（方形平面、入母屋造りになっている）





古墳時代竪穴住居（円形に近い平面、円錐形の造りになっている）



岐路につきますが、ここはこんなに高い位置にあるのでした



これが管理事務所です（さみしいー！）



入り口の前は昔、貝塚だったという





裏手に廻って一枚



年月 西暦 工事名 所在地 工事期間 助手 構造設計 施工 構造種別

昭和38.10 1963 三殿台遺跡 収蔵庫 神奈川県 横浜市磯子区 昭和38.10～39.10 松浦弘二・加藤岩男 加藤岩男 市営繕課 ＲＣ造

昭和38.10 1963 三殿台遺跡 遺跡覆屋 神奈川県 横浜市磯子区 昭和38.10～39.10 松浦弘二・加藤岩男 加藤岩男 市営繕課 ＳＲＣ造












